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博士論文の要約 

 

報 告 番 号 甲第 1506号 氏  名 三上 拓真 

 論文題名 

Antiatherosclerotic phenotype of perivascular adipose tissue surrounding the 

saphenous vein in coronary artery bypass grafting 

 

 研究目的 

冠動脈バイパス手術（CABG）において大伏在静脈（SV）は汎用性の高いグラフトだ

が，遠隔期成績は不良とされる．近年 SV 周囲に脂肪組織を残したままグラフトとし

て使用する No touch 法の良好な成績が報告されたが，明らかな原因はわかっていな

い．そこで，SV 周囲脂肪組織の血管リモデリングに与える影響について検討した． 

 

 研究方法   

CABG患者の内胸動脈（ITA），SV，上行大動脈（AO），冠動脈（EP）の周囲脂肪組

織を採取し，その組織と遺伝子について検討した． 

 

研究成績及び考察 

症例は 48例であった．SVと ITA周囲脂肪は AOと EP周囲脂肪に比べて有意に線

維化が少なく，線維化関連遺伝子の発現も少なかった．炎症性サイトカインの発現

や炎症性マクロファージの浸潤は SV と ITA 周囲脂肪で，AO と EP 周囲脂肪に比

べて有意に少なかった．各血管周囲脂肪の分化誘導遺伝子はそれぞれで完全に異な

っていた． 

 

結論 

SV周囲脂肪は ITA周囲脂肪に近い性質で，炎症性が低いことが示された．これが SV

のリモデリングに良い影響を与えている可能性があり，No touch法の成績改善に寄与

している可能性がある． 

   

 

 


